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マスター サブタイトルの書式
設定

マスター サブタイトルの書式
設定

クラフト専門店「クラフトハートトーカイ」・生活雑貨専門店「サントレーム」・毛糸

手芸用品のオンラインショップ「シュゲール・ドットコム」 など、手芸用品・生活雑

貨の小売り事業を手掛ける藤久株式会社。

これまで、人事給与や勤怠管理システム・店舗系情報システムなど、自社開発

にこだわることで、システムのブラックボックス化を回避しながら、経営環境の変化

や事業戦略に応じた素早いシステム開発を実現してきた。しかし、人事給与シス

テムについては、度重なる法令・制度改正への対応コストが増大するなど、シス

テムの刷新が不可欠になっていた。そこで導入されたのが、 DBレイアウトを公開

するなど、優れたオープン性と高い業務適合性を備えたZeeM 人事給与だった。

藤久株式会社のキーマンの皆さんに、導入についての詳しいお話を伺った。

藤久株式会社
手芸用品・生活雑貨の全国チェーン450店舗・従業員3000名の業務を支える人事給与基盤を刷新。
オープンシステムで、人件費や人員配置の最適化に必要となるデータ活用性を向上

企業情報： 藤久株式会社

 代表取締役社長 ： 後藤 薫徳

 設立 ： 1961年

 事業内容 ： 手芸用品・ソーイ

ング用品・編み物用毛糸・衣料

品・服飾品、その他生活雑貨等

の店頭販売・通信販売。

手芸用品・クラフト専門店

「クラフトハートトーカイ」

生活雑貨専門店「サントレーム」

手芸用品オンラインショップ

「シュゲール・ドットコム」 など

 本社所在地 ：

名古屋市名東区高社1-210

 資本金 ： 23億7,585万円

 店舗数 ： 450店舗

 従業員数 ：約3000名(含む、

パート)

（2013年8月現在）

http://www.fujikyu-corp.co.jp/

導 入 事 例

掲載内容は、2013年8月現在のものです。

従来の自社開発システムでは、そこまでの余裕はありませんでした
が、ZeeM 人事給与を導入したことで、人事系データを活用しやす
い環境を整えることができました。

http://www.fujikyu-corp.co.jp/
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「当社は、手芸用品・生活雑貨の全国

チェーンを展開しています。店舗数が

約450店で、従業員3000名のうち大部

分をパート社員が占めています。

多くの店舗をかかえる流通・小売業

では、ひとり一人の店長を指導してカ

イゼンを進めることは、なかなかできま

せん。経営環境の変化や事業戦略に

応じて、情報活用や業務を進めるため

の基盤を素早く構築することが不可欠

です。そこで、自社開発にこだわること

で、システムのブラックボックス化を回

避しながら、すばやいレスポンスを実

現してきました。

しかし、人事給与システムについて

は、数年ごとに何らかの法令改正があ

りますから、そのための対応コストが増

大していました。Accessベースで作っ

て、長年にわたって運用してきたため、

システムとしてもつぎはぎが多くなって

いました。ユーザーである人事部門に

とっても、使いづらい非効率なシステ

ムになっていました。」（情報システム

部 部長補 木浦 潮 氏）

自社開発の人事給与システムで、
法令改正など対応コストが増大

年末調整では、残業時間は半分以下に削減できました。

従来は、紙の伝票を見ながら再入力していたデータが、全部取り込める

ようになった点も、大幅な省力化につながっています。

「情報システム部門としては、自分たち

でやれることは自分たちでやるという

のが、基本的な方針です。実際に

データがどこにあり、それを自分たち

で見たり操作したりできれば、いろんな

案件への対応も速くなります。そのた

めに、システムの仕様も自分たちで決

めるなど、ブラックボックス化を避ける

ことを重要視しています。

勤怠や人事・給与データについても、

同様です。従業員の勤怠データは給

与計算に使うだけではありません。店

舗運営のコストのなかで、人件費が大

きな割合を占めています。従業員に作

業負担をかけずにコストを下げていく

ためには、どの時間に誰が、どのよう

な業務をしたのか詳細なデータを収

集・分析して、最適な人材を配置する

など、戦略的な視点が欠かせないと

思っています。

そのために、今回の人事給与システ

ムの刷新でも、データベースがオープ

ンであることが一番重要でした。」（木

浦氏）

自分たちでやれることは
自分たちでやる

情報システム部
部長補
木浦 潮 氏

総務部 人事課
課長代理
野田 康弘 氏

総務部
次長
木村 竜夫 氏
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藤久株式会社

導 入 事 例

いつ店長になったのかといったデータ

がZeeM人事給与の中に履歴として

残っているので、そういった問い合わ

せにも、対応できるようになりました。」

（総務部 人事課 課長代理 野田 康

弘 氏）

「情報システム部門では、度重なる法

令改正で必要となっていたシステムの

メンテナンスコストを大幅に削減するこ

とができました。

これまでは、制度変更の情報を人事

部門からもらって、情報システム部門

でメンテナンスしていました。でも、こう

した対応は専門家にやってもらったほ

うが間違いありせんし、適時・適切な

アップデートも、大きな安心材料です。

さらに、ZeeM 人事給与のオープン

性を活かして、データの使いやすい環

境が整備できました。自社開発のWeb

型勤怠システムからのデータを取り込

んで、給与計算を行い、その結果を自

社開発の給与明細照会システムに渡

しています。」（木浦氏）

「ZeeM 人事給与を選択した理由は、

大きく2つあります。

ひとつは、DBレイアウトが公開されて

いるなど、優れたオープン性を備えた

システムであったこと。そのため、従来

の自社開発システムと同様に、データ

の活用や、他システムとの連携が容易

になりました。もうひとつの理由は、高

い業務適合性を備えて、コストパ

フォーマンスの面でも他社より優れて

いたことです。」 （木浦氏）

「人事部門では、今回の導入で、人事

給与業務を大幅に効率化できました。

年末調整では、残業時間を半分以下

に削減できました。従来、紙の伝票を

見ながら再入力していたデータが、全

部取り込めるようになった点も、大幅な

省力化につながっています。」（総務

部次長 木村 竜夫 氏）

「社員情報の履歴を閲覧できるように

なったことも、非常に助かっています。

たとえば、従業員の時給がどのように

変わっていったのかとか、

優れたオープン性と業務適合
性が評価されたZeeM人事給与

データを活用して、人が働く様
子の見える化を目指す

「従来の自社開発システムでは、そこ

までの余裕はありませんでしたが、

ZeeM 人事給与を導入したことで、人

事系データの活用しやすい環境が整

いました。

店舗作業を効率化しようという場合、

どこに時間がかかっているかを洗い出

し、そこをシステムに置き換えて、作業

をカイゼンしていくことが重要です。

たとえば、1日の作業時間のなかで、

発注・品出し・接客・レジ打ちといった

作業時間の内訳を、勤怠データと他

システムの稼働状況を結びつけて集

計し、発注に大きな時間かかっている

なら、発注の仕組みあらためるとか、

品出しに時間かかっているなら、物流

含めて、品だしの仕方を見直すといっ

た作業カイゼンに取り組めるようになる

でしょう。

ZeeM 人事給与の導入により、こうし

た情報戦略を構築する基盤が整えら

れたと考えています。」（木浦氏）
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